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背景と目的 

若者の地方から大都市への移動の増大は，地域

間の人口偏在をもたらし，地域経済の衰退につな

がるといわれる。若者が地域に定着・還流するに

は，就業機会の確保が必要との指摘もあり（労働

政策研究・研修機構，2016），就業は若者の地域間

移動に大きく関わる。今回は，若者が就職・転職

を機に選択する地域間移動について，インタビュ

ーを実施し，対象者 7名の語りを逐語化したテキ

ストデータに対し実施した計量テキスト分析の

結果を報告する。各対象者の特徴を把握し，地域

間移動の行動選択との関連を検討した。  

方法 

対象者は，20代の若者 7名であった。全員が岡

山県出身者であり，内 6名が就業に伴う地域間移

動の経験者であった（表 1）。複線径路・等至性モ

デル（Trajectory Equifinality Model: TEM）におけ

る 1・4・9 の法則（荒川・安田・サトウ，2012）

から，対象者 7名により，地域間移動の要因にお

ける類型を，ある程度把握することができると考

えた。個別にオンラインで 1時間程度のインタビ

ューを行い，地域間移動の経緯や移動のための情

報収集，移動の選択理由などを聴取した。対象者

の許可を得て音声を録音した。インタビュー内容

を逐語化したテキストデータの対象者の語りの

部分を用い，KH Coder を用いて分析を行った。 

表 1 インタビュー対象者 

D：大学卒業時に関西圏の企業へ就職，男性 

E：岡山県内に就職後，県内で転職，男性 

F：岡山県内に就職後，首都圏の企業に転職，女性 

G：首都圏の大学へ進学後，岡山県の企業に就職，女性 

H：岡山県内に就職後，関西圏の企業に転職，女性 

I：関西圏の大学へ進学後，岡山県の企業に就職，男性 

J：四国の大学へ進学後，岡山県の企業に就職，男性 

結果と考察 

語の出現パターンと，7 名の対象者それぞれの

特徴を把握するため，最小出現数 10 以上を抽出

語とし，差異が顕著な 60語を分析に使用する「対

応分析」を実施した。結果を図 1に示す。樋口（2014）

によれば，原点から離れるほど，出現パターンに

特徴が見られることを表す。原点から見て対象者

の配置の方向に，原点から離れてプロットされた

語ほど，対象者を特徴づける語と解釈できる。 

図 1 対応分析による出現語と対象者のプロット 

左上に布置する対象者 D，Eは，同方向の原点

から離れた位置に布置する語から，「働く場を重

視するタイプ」と考えることができる。県外就職，

県内就職と異なる選択を行った D と E が同じタ

イプとなった。左下に布置する対象者 Fは，同方

向の原点から離れた位置に布置する語から，「生

活環境を重視するタイプ」と考えることができる。

逐語録から，これらのタイプは自らの求める条件

を満たす選択の結果，居住地域が決まったことが

うかがえた。H，J，Gも，原点からの方向を見る

と，これらのタイプのいずれかに近いと考えられ

る。右に布置する対象者 Iは，同方向の原点から

離れた位置に「地域政策」「卒業論文」「書く」が

あり，「地域政策に関心のあるタイプ」と考えるこ

とができる。I は地域政策を学ぶために県外の大

学へ進学を選択し，卒業研究で出身地をテーマに

したことで，県内への Uターン志向が生じた。高

校卒業時に既に抱いていた地域への関心と，大学

卒業時の地域への関わりが居住地域の選択に影

響していた。今後，逐語録の内容を分析し，各タ

イプの特選択行動の要因を抽出する予定である。 
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